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（（資資産産成成長長型型））  

第３期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2023年９月20日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・グローバル・リートＥＳＧ

フォーカス・ファンド（資産成長型）」は、2023年９

月20日に第３期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2021年５月25日から2031年９月22日まで 

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 

シュローダー・グローバル・
リートＥＳＧフォーカス・マ
ザーファンド受益証券を主要
投資対象とします。 

マザーファンド 

・ ルクセンブルグ籍米ドル建
て外国投資法人 

「シュローダー・インターナ
ショナル・セレクション・
ファンド グローバル・シ
ティーズ クラスＩ投資
証券」 

・ ルクセンブルグ籍米ドル建
て外国投資法人 

「シュローダー・インターナ
ショナル・セレクション・
ファンド ドル・リクイディ
ティ クラスＩ投資証券」 

上記の指定投資信託証券を主
要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
マザーファンド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

マザーファンド 

投資信託証券への投資割合に
は制限を設けません。また、外
貨建資産への投資割合には制
限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年９月20日。ただし、当該日が休
業日の場合は翌営業日）に原則として経費控除
後の繰越分を含めた利子・配当収入と売買益

（評価益を含みます。）等から、基準価額水準、
市場動向等を勘案し決定します。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 
 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2021年５月25日 10,000 － － － 658 

１期(2021年９月21日) 10,425 0 4.3 97.8 8,943 

２期(2022年９月20日) 10,851 0 4.1 98.4 13,940 

３期(2023年９月20日) 10,679 0 △1.6 98.1 14,050 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年９月20日 10,851 － 98.4 

９月末 9,951 △ 8.3 97.5 

10月末 10,241 △ 5.6 98.1 

11月末 10,162 △ 6.3 98.0 

12月末 9,509 △12.4 97.0 

2023年１月末 10,228 △ 5.7 98.8 

２月末 10,322 △ 4.9 99.1 

３月末 9,549 △12.0 98.6 

４月末 9,762 △10.0 98.4 

５月末 9,960 △ 8.2 98.4 

６月末 10,469 △ 3.5 98.2 

７月末 10,640 △ 1.9 98.9 

８月末 10,736 △ 1.1 99.7 

(期  末)    

2023年９月20日 10,679 △ 1.6 98.1 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、投資信託証券組入比率は実質組入比率を記載しております。 

 

（注）当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○運用経過 (2022年９月21日～2023年９月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年９月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首10,851円でスタートした基準価額は、10,679円（分配後）で期末を迎え、期首比1.6％（分配金再投資

ベース）の下落となりました。 

当期、ファンドのリターンはマイナスとなりました。国別では、主にオーストラリア、日本などへの配分が

上昇要因となった一方、米国、香港などへの配分が下落要因となりました。セクター別では、データセンター

リート、インターネットサービスおよびインフラストラクチャーへの配分が上昇要因となった一方、トランク

ルームリート、オフィスリートなどへの配分が下落要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

当期、世界の不動産株式およびリート市場は、下落しました。 

2022年10月中旬にかけて米国景気後退懸念や英国の財政懸念から軟調な展開となりましたが、その後は米

国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が年内に利上げペースを鈍化させるとの見方が強まったほか、中国のゼロコ

ロナ政策の緩和期待から12月上旬にかけて上昇しました。12月中旬以降は欧米中央銀行のタカ派姿勢や景気

後退懸念から下落しました。また日銀が12月の金融政策決定会合でイールドカーブ・コントロール（ＹＣＣ）

の長期金利変動幅を0.5％に拡大し、米ドル円レートは円高が進行しました。12月の米国雇用統計で賃金上昇

率が鈍化し、金融引き締めペースが減速されるとの期待や、中国のゼロコロナ政策の解除を受けて、2023年１

月の主要株価指数は上昇しました。３月末にかけて欧米ではインフレ率の高止まりを背景に中央銀行が利上

げを継続したほか、米国シリコンバレー銀行の経営破綻、欧州でもクレディ・スイスへの信用不安が再燃し、

軟調な推移となりました。５月上旬にかけてはＡＩ関連銘柄が堅調となったほか、欧米でインフレ率の鈍化傾

向が見られましたが、米国連邦政府の債務上限問題を巡る不透明感や、金融引き締め環境の長期化を背景に米

国長期金利は上昇しました。国内株式市場へは海外投資家の買いが継続した一方、中国の景気減速懸念から香

港やシンガポールの不動産関連株が下落しました。７月末にかけてはソフトランディング期待の高まりで、株

式市場は堅調に推移しました。また日銀は７月の金融政策決定会合でＹＣＣの運用を柔軟化し、米ドル円レー

トは円高が進行しました。８月中旬にかけて、堅調な米国経済指標を背景に、金融引き締めの長期化観測や、

中国不動産開発大手の中国恒大集団が米国で連邦破産法適用を申請するなど、不動産セクターの不安が高ま

り、世界の不動産株式およびリート市場は下落しました。また米国の金利上昇に伴い、米ドル円レートは円安

が進行しました。 

 

 

 
2022年９月は米国のホテル・リゾート、工業用、住宅用リートで入替を実施しました。10・11月にはデータ

センター銘柄であるシンガポールのケッペルＤＣを新規購入、米国のデジタル・リアルティの保有を増加させ

ました。米国のオフィスリートでは、西海岸のオフィス需要悪化を背景に、カズンズ・プロパティーズを増加、

キルロイを売却、また米国のトランクルーム、住宅リートで入替を実施しました。12月は消費者心理の悪化か

ら米国のアパートメント銘柄を減少させ、割安な欧州銘柄を増加させました。2023年１・２月は相対的なアッ

プサイドが見込まれる銘柄を新規購入、需要の低迷が予想される銘柄を売却、エクイニクス（米国のデータセ

ンターリート）を一部利益確定しました。３・４月は米国の工業用リートセクター内で入替を実施、また需要

の高まりを受け、アパートメント銘柄の保有を増加させました。英国では割安な銘柄へ入替を実施しました。

６月は日本のケネディクス・オフィス（オフィスリート）を売却、また香港の景気回復の遅れからサンフンカ

イ・プロパティーズ（各種不動産事業）の保有を減少させました。７月は米国の店舗用リート、工業用リート、

データセンター内で、相対的に割安な銘柄へ入替を実行しました。また供給懸念を背景に、トランクルーム

リートの投資比率を削減しました。８月は米国の住宅用リート内で入替、オーストラリアではストックランド

（各種リート）を新規購入、株価上昇を受けてネクストＤＣ（インターネットサービスおよびインフラストラ

クチャー）を一部売却しました。また株価の相対価値の観点から、サンフンカイ・プロパティーズ（香港の各

種不動産事業）を一部売却、リンクリート（香港の店舗用リート）を新規購入しました。 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンドにおいて、投資比率が高

位であるシュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド グローバル・シティー

ズ クラスI 投資証券の運用について 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

＜ファンドの主要投資対象におけるサステナビリティ基準適合比率について＞ 

ファンドの主要な投資対象ファンドである「シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド 

グローバル・シティーズ クラスI 投資証券」は、持続可能な投資を目的としています。これは、より環境に

強く、革新的な都市とインフラ・ストラクチャーに貢献する投資です。この目的を確実にするために、投資運

用会社は投資対象銘柄の選択において以下のプロセスによりサステナビリティ基準を適用します。 

投資可能なユニバースは２段階においてサステナビリティ指標を用いて分析され、サステナビリティ評価

が低い銘柄は除外されます。 

－ステージ１では、都市スコアの策定を実施し、企業が所有する物件のロケーションを定量的に評価します。

投資可能なユニバースからサステナビリティ評価が低い企業は除外されます。 

－ステージ２では、シュローダー独自および外部機関のサステナビリティ分析ツールを用いて企業を定量的

に評価します。投資可能なユニバースのうち、サステナビリティ評価の下位４分の１に属する企業は除外さ

れます。 

投資運用会社は、かかるプロセスにより、ファンドの主要な投資対象ファンドの純資産総額の90％以上の組

入銘柄がサステナビリティ基準に適合することを確保します。 

2022年９月21日から2023年９月20日までの報告期間中、ファンドの主要な投資対象ファンドは、上記のプロ

セスにより設定されたサステナビリティ基準を満たす投資可能なユニバースにのみ投資しました。 

2023年９月20日現在、投資対象ファンドの純資産総額に対してシュローダーのサステナビリティ基準に適

合した組入銘柄のエクスポージャーは99.1％となっています。 

 

＜スチュワードシップ方針について＞ 

シュローダーは、投資先企業やその事業環境等に関する深い理解に基づく「建設的な対話」（エンゲージメ

ント）、積極的な議決権行使などを通じて、当該企業の企業価値の向上や持続的成長を促すことにより、投資

リターンの拡大を図る責任を有すると考えています。 

伝統的な財務分析に加え、企業が環境、社会、ガバナンス（ＥＳＧ）に関するリスクにどの程度さらされて

いるか、また、それをどのように管理しているか、を分析することは、適正な企業価値の理解、長期的に持続

可能な利益を創出する能力の見極めという観点で非常に有益だと考えています。 

シュローダーのスチュワードシップ・コードに係わる取組み内容やエンゲージメントの実施例については、

委託会社のホームページをご参照ください。 

（https://www.schroders.com/ja-jp/jp/intermediary/about-us/stewardshipcode/） 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送
らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一
の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2022年９月21日～ 
2023年９月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 678  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当期も2022年および2023年を通じて、マーケットを支配してきたテーマは継続し、マクロニュースが市場を
動かしています。投資家の関心は利上げサイクルの終了がいつになるのか、またインフレ率が抑制されるかに
集まっており、引き続きマクロ関連のニュースが注目されています。 

現在の市場サイクルにおいて不動産株式・リート市場は転換点を迎えていると考えられます。景気後退が回
避される場合、現在の株価は大幅に割安なバリュエーション（価値評価）であることから、不動産市場は上昇
に転じることが予想されます。高レバレッジで借り換えコストの上昇に直面している企業は、資本を維持する
ために減配や資産売却を行い、経営基盤を強化しています。 

データセンター、トランクルーム、工業用セクターではいくつかの注目すべきＭ＆Ａ取引が見られ、価格設
定の方向性を示す大きな証拠となっています。これらの買収は、実物不動産取引に比べて不動産株式・リート
の株価が大幅に下落していることを示唆しています。政府系ファンドなど資本力のある買手は引き続き、グ
ローバルに有利な投資機会を求めており、2023年末にかけて不動産株式・リート市場の上昇を促す可能性があ
るでしょう。 

当ファンドでは、当面の運用方針として競争力の高い都市に物件を持ち、サステナビリティの観点から銘柄
を厳選することでポートフォリオを構築しています。投資銘柄の選定や配分決定プロセスにおいて独自の
ＥＳＧ分析を利用しています。運用チームは、引き続き、不動産市場での変化のトレンドから恩恵を受けると
考えられる銘柄、特にデジタル経済の台頭をサポートする銘柄を選好する方針です。運用チームは、これらの
トレンドが今後も進展し、３年～５年の投資期間にわたってポートフォリオのパフォーマンスを向上させる
と考えています。   

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年９月21日～2023年９月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 167  1.650  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 84)  (0.825)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 80)  (0.792)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.033)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 11   0.111   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.016)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 10)  (0.094)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料等 

 合 計 178   1.761    

期中の平均基準価額は、10,127円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90020_100742_003_03_シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型）_981793.docx 

日 時：2023/11/9 11:23:00 

ページ：8 

― 8 ― 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.81％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドの費用については、投資先ファンドの管理会社が発行する年次報告書（アニュアル・レポート）の記載に基づきます。

なお、投資先ファンドの運用管理費用（信託報酬）は当ファンドの運用管理費用（投信会社分）から支払われるため、別に収受してお
りません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○売買及び取引の状況 (2022年９月21日～2023年９月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド 1,281,948 1,352,794 1,207,715 1,278,921 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年９月21日～2023年９月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年９月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド 12,665,144 12,739,377 14,170,009 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年９月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド 14,170,009 99.9 

コール・ローン等、その他 18,348 0.1 

投資信託財産総額 14,188,357 100.0 
 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 

（注） シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（19,845,266千円）の

投資信託財産総額（20,232,733千円）に対する比率は98.1％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝147.84円です。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年９月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 14,188,357,106   

 シュローダー・グローバル・リートＥＳＧフォーカス・マザーファンド(評価額) 14,170,009,688   

 未収入金 18,347,418   

(B) 負債 137,678,709   

 未払解約金 18,347,418   

 未払信託報酬 111,921,494   

 その他未払費用 7,409,797   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 14,050,678,397   

 元本 13,157,337,464   

 次期繰越損益金 893,340,933   

(D) 受益権総口数 13,157,337,464口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,679円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 12,846,932,177円 

期中追加設定元本額 1,356,350,255円 

期中一部解約元本額 1,045,944,968円 

○損益の状況 (2022年９月21日～2023年９月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 86,943,479   

 売買益 306,116,607   

 売買損 △219,173,128   

(B) 信託報酬等 △234,241,412   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △147,297,933   

(D) 前期繰越損益金 60,622,743   

(E) 追加信託差損益金 980,016,123   

 (配当等相当額) (    6,576,904)  

 (売買損益相当額) (  973,439,219)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 893,340,933   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 893,340,933   

 追加信託差損益金 980,016,123   

 (配当等相当額) (    6,575,987)  

 (売買損益相当額) (  973,440,136)  

 分配準備積立金 60,894,548   

 繰越損益金 △147,569,738   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（832,446,385円）および分配準備積立金（60,894,548円）より

分配対象収益は893,340,933円（10,000口当たり678円）ですが、

当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 

＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配
金）、残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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